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国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
田
安
徳
川
家
旧
蔵
『
手
習
口
伝
』
に
つ
い
て 

 

金 

子 
 
 

馨 

  

要 

旨 

 

国
文
学
研
究
資
料
館
田
藩
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
『
世
尊
寺
殿
口
伝
手
習

』
（
一
五
―
七
一
六
）
を
翻
刻
・
紹
介
す
る
。
本
書
の
外
題
に
は
「
世
尊

寺
殿
口
傳
」
と
記
さ
れ
る
が
、
内
容
は
『
手
習
口
伝
』
の
増
補
版
で
あ
る
。
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
に
橋
本
経
亮
が
書
写
し
た
『
手
習
口
伝
』

（
一
五
―
七
一
八
）
も
伝
来
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
と
比
較
す
る
と
、
『
世
尊
寺
殿
口
伝
』
は
『
手
習
口
伝
』
に
「
潅
頂
七
箇
条
」
な
ど
を
増
補
し

て
い
る
様
子
が
伺
え
る
。
冒
頭
に
記
さ
れ
る
内
容
に
よ
り
高
野
大
師
（
空
海
）
に
よ
る
「
魚
養
口
伝
」
な
る
も
の
が
藤
原
教
長
の
目
を
経
て
世
尊

寺
家
に
伝
来
し
、
世
尊
寺
十
六
代
・
世
尊
寺
行
高
が
書
写
し
た
入
木
道
伝
書
と
思
し
い
。
朝
野
魚
養
の
口
伝
か
否
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
資
料

を
一
瞥
す
る
と
、
藤
原
教
長
の
口
伝
『
才
葉
抄
』
に
含
ま
れ
る
項
目
が
散
見
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
世
尊
寺
流
が
断
絶
す
る
頃
の
伝
授
の

様
子
が
垣
間
見
ら
れ
る
資
料
で
あ
り
、
世
尊
寺
家
や
持
明
院
家
の
伝
授
内
容
の
享
受
の
様
相
を
考
察
す
る
上
で
看
過
で
き
な
い
資
料
で
あ
る
。 

 

「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
一
瞥
す
る
か
ぎ
り
、
田
藩
文
庫
以
外
に
は
所
蔵
が
確
認
で
き
ず
、
現
状
に
お
い
て
貴
重
な
資
料

と
い
え
る
。
こ
れ
ま
で
当
該
資
料
に
関
す
る
言
及
、
も
し
く
は
研
究
報
告
さ
れ
た
も
の
は
な
い
た
め
、
今
後
の
書
論
研
究
に
資
す
る
と
考
え
、
こ

こ
に
田
安
徳
川
家
旧
蔵
本
の
全
文
を
翻
刻
・
紹
介
し
た
い
。『
手
習
口
伝
』
（
一
五
―
七
一
八
）
等
と
の
異
同
も
示
す
。 
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一
、
は
じ
め
に 

  

国
文
学
研
究
資
料
館
田
藩
文
庫
（
田
安
徳
川
家
旧
蔵
、
以
後
「
田
藩
文
庫
」
と
略
）
に
所
蔵
さ
れ
る
『
世
尊
寺
殿
口
伝
手
習

』
（
一
五
―

七
一
六
）
を
翻
刻
・
紹
介
す
る
。
本
書
の
外
題
に
は
「
世
尊
寺
殿
口
傳
」
と
記
さ
れ
る
が
、
内
容
は
『
手
習
口
伝
』
の
増
補
版
で
あ
る
。

『
手
習
口
伝
』
の
冒
頭
に
記
さ
れ
る
内
容
に
よ
り
高
野
大
師
（
空
海
、
七
七
四
～
八
三
五
）
に
よ
る
「
魚
養
口
伝
」
な
る
も
の
が
、
藤
原

教
長
（
一
一
〇
九
～
一
一
八
〇
？
）
の
目
を
経
て
、
世
尊
寺
家
に
伝
来
し
た
と
さ
れ
る
。
奥
書
に
署
名
は
な
い
が
書
写
年
次
や
後
の
奥
書

等
か
ら
、
世
尊
寺
十
六
代
・
世
尊
寺
行
高
（
一
四
一
二
～
一
四
七
八
）
が
書
写
し
た
入
木
道
伝
書
と
思
し
い
。
奈
良
時
代
の
能
書
・
朝
野

魚
養
（
生
没
年
未
詳
）
の
口
伝
、
あ
る
い
は
空
海
の
関
与
に
つ
い
て
は
信
憑
性
に
欠
け
る
が
、
資
料
を
一
瞥
す
る
と
、
藤
原
教
長
の
口
伝

『
才
葉
抄
』

 

（
1
）

に
含
ま
れ
る
項
目
が
散
見
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
世
尊
寺
家
が
断
絶
す
る
頃
に
書
写
さ
れ
た
伝
書
の
ひ
と
つ
で
、
世

尊
寺
家
や
持
明
院
家
の
伝
授
内
容
の
享
受
の
様
相
を
考
察
す
る
上
で
看
過
で
き
な
い
資
料
で
あ
る
。 

 

「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

 

（
2
）

を
一
瞥
す
る
か
ぎ
り
、
田
藩
文
庫
以
外
に
は
所
蔵
が
確
認
で
き
ず
、
現
状
に
お
い
て
貴
重

な
資
料
と
い
え
る
。
こ
れ
ま
で
当
該
資
料
に
関
す
る
言
及
、
も
し
く
は
研
究
報
告
さ
れ
た
も
の
は
な
い
た
め
、
今
後
の
書
論
研
究
に
資
す

る
と
考
え
、
こ
こ
に
田
安
徳
川
家
旧
蔵
本
の
全
文
を
翻
刻
・
紹
介
し
た
い
。
な
お
、
田
藩
文
庫
に
は
、
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
に
京
都

梅
宮
大
社
の
禰
宜
で
有
職
故
実
家
の
橋
本
経
亮
（
一
七
五
五
～
一
八
〇
五
）
が
書
写
し
た
『
手
習
口
伝
』
（
一
五
―
七
一
八
）
も
伝
来
し
て

お
り
、
そ
の
内
容
と
比
較
す
る
と
、
『
世
尊
寺
殿
口
伝
』
は
『
手
習
口
伝
』
に
「
潅
頂
七
箇
条
」
な
ど
を
増
補
し
て
い
る
様
子
が
伺
え
る
。

本
稿
で
は
広
本
と
み
な
さ
れ
る
『
世
尊
寺
殿
口
伝
』
を
翻
刻
・
紹
介
す
る
が
、
『
手
習
口
伝
』（
七
一
八
）
等
と
重
複
す
る
部
分
に
つ
い
て

は
そ
の
異
同
も
示
す
。 
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二
、
本
書
の
書
誌
・
解
題 

 

田
安
徳
川
家
旧
蔵
『
手
習
口
伝
』
、
お
よ
び
『
世
尊
寺
殿
口
伝
』
に
つ
い
て
は
、
『
田
藩
文
庫
目
録
と
研
究
』
に
書
誌
情
報
が

 

（
3
）

記
さ
れ
て

い
る
ば
か
り
で
あ
る
。
本
書
を
翻
刻
す
る
に
伴
っ
て
、
目
録
掲
載
の
書
誌
情
報
と
重
複
す
る
部
分
も
あ
る
が
、
資
料
の
書
誌
に
つ
い
て
簡

単
に
記
し
て
お
き
た
い
。 

 

『
世
尊
寺
殿
口
伝
』（
一
五
―
七
一
六
）
は
、
袋
綴
の
写
本
一
冊
。
寸
法
は
、
縦
二
六
・
七
糎
、
横
一
八
・
九
糎
。
表
紙
は
山
吹
色
の
水

玉
文
様
の
紙
表
紙
で
題
簽
は
な
く
、
表
紙
左
肩
に
「
世
尊
寺
殿
口
傳
手
習 

十
一
」
（
外
題
）
と
直
書
き
さ
れ
る
。
内
題
は
一
丁
表
左
端
に

「
世
尊
寺
殿
家
傳 

十
一
」
（
扉
題
）
、
二
丁
表
右
端
に
「
一
、
手
習
口
傳
」
（
巻
首
題
）
と
そ
れ
ぞ
れ
記
さ
れ
る
。
本
文
料
紙
は
薄
様
斐
紙
、

全
十
丁
（
墨
付
九
丁
、
巻
末
に
遊
紙
一
丁)
。
本
文
は
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り
文
で
書
か
れ
て
い
る
。
各
本
文
末
に
本
奥
書
が
記
さ
れ
て
お

り
、『
手
習
口
伝
』
の
後
に
は
、
「
文
正
元
年
丙
戌
卯
月
上
幹
日
書
寫
之
」
と
記
さ
れ
る
（
行
高
か
）
。
増
補
部
分
の
後
に
は
、
持
明
院
基
春

（
一
四
五
六
～
一
五
三
五
）
が
、
大
永
六
年
（
一
五
二
六
）
に
行
高
卿
自
筆
本
を
以
て
書
写
し
た
様
子
が
窺
え
る
。
増
補
部
分
含
め
て
行

高
自
筆
本
に
記
さ
れ
て
い
た
か
は
判
断
し
が
た
い
。
「
潅
頂
伝
受
」
七
箇
条
の
後
に
は
、
年
季
や
書
写
者
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
行
季
自

筆
本
を
書
写
し
て
い
る
旨
が
記
さ
れ
て
お
り
、
奥
書
を
信
ず
れ
ば
「
潅
頂
七
ヶ
条
」
は
世
尊
寺
行
季
（
一
四
七
六
～
一
五
三
二
）
に
よ
る

も
の
か
。

後
に
、
巻
末
に
は
「
永
正
二
年
冬
十
月
日 

参
議
藤
末
葉
〈
花
押
〉
」
と
本
奥
書
が
記
さ
れ
て
い
る
。
持
明
院
基
春
が
行
季
模

写
本
を
永
正
二
年
（
一
五
〇
五
）
に
書
写
し
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。
奥
書
の
時
系
列
が
不
自
然
で
あ
る
た
め
、
永
正
二
年
の
奥
書
は
他

本
の
も
の
を
転
写
し
た
も
の
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
増
補
部
分
の
奥
書
が
中
間
に
取
り
込
ま
れ
た
可
能
性
も
あ

ろ
う
。
本
書
の
書
写
奥
書
は
確
認
で
き
ず
、
旧
蔵
者
（
松
平
定
国
か
）
の
手
に
よ
る
も
の
か
、
田
安
家
の
手
に
よ
る
も
の
か
定
か
で
は
な
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い
が
、
江
戸
時
代
中
期
以
降
の
書
写
と
思
わ
れ
る
。 

 
『
手
習
口
伝
』
（
一
五
―
七
一
八
）
は
、
袋
綴
の
写
本
一
冊
。
寸
法
は
、
縦
二
六
・
七
糎
、
横
一
九
・
一
糎
。
表
紙
は
白
地
に
、
上
下
藍

の
打
曇
の
紙
表
紙
。
題
簽
は
な
く
、
表
紙
左
肩
に
「
手
習
口
傳 

世
尊
寺

十
三
」
（
外
題
）
と
直
書
き
さ
れ
る
。
内
題
は
一
丁
表
左
端
に
「
秘

手
習
口
傳
」
（
扉
題
）
、
二
丁
表
右
端
に
「
手
習
口
傳
」
（
巻
首
題
）
と
そ
れ
ぞ
れ
記
さ
れ
る
。
本
文
料
紙
は
薄
様
斐
紙
、
全
十
丁
（
遊
紙
は

な
い)

。
本
文
は
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り
文
で
書
か
れ
て
い
る
。
本
文
末
に
、「
本
云

文
正
元
年
丙
戌
卯
月
上
幹
日
書
写
之
」
と
の
本
奥
書
が

記
さ
れ
る
他
、
巻
末
に
は
、
『
世
尊
寺
殿
口
伝
』（
七
一
六
）
と
同
じ
「
右
一
帖
者
世
尊
寺
侍
従
行
季
模
写
之
尤
入
木
道
之
亀
鑑
吁
可
謂
鴻

寳
者
歟
可
禁
外
見
而
巳 
永
正
二
年
冬
十
月
日 

参
議
藤
原
末
葉
〈
花
押
〉」
と
の
本
奥
書
が
記
さ
れ
る
。
巻
末
に
「
享
和
改
元
歳
九
月
写

之 

経
亮 

同
月
校
合
了 

誤
写
模
写
字
本
ノ
マ
ヽ
ニ
セ
シ
ナ
リ

」
と
、
書
写
奥
書
と
藤
原
教
長
に
関
す
る
注
が

 

（
4
）

確
認
さ
れ
る
。
書
写
奥
書
に
よ
れ
ば
、
享
和

元
年
（
一
八
〇
一
）
に
京
都
梅
宮
大
社
の
禰
宜
で
有
職
故
実
家
の
橋
本
経
亮
（
一
七
五
五
～
一
八
〇
五
）
が
書
写
し
た
と
す
る
。
本
書
は

そ
の
写
し
か
。
本
文
の
行
間
や
頭
部
に
朱
書
き
で
「
亮
云
」
と
経
亮
の
注
が

 

（
5
）

付
さ
れ
る
。 

 

両
本
と
も
に
田
安
徳
川
家
の
旧
蔵
で
、
『
世
尊
寺
殿
口
伝
』
は
二
丁
表
、
そ
れ
ぞ
れ
右
上
に
「
田
安
府
芸
台
印
」
（
正
方
・
朱
文
・
篆
書
、

Ｂ
）
、
右
下
に
「
献
英
楼
図
書
記
」
（
長
方
・
朱
文
・
篆
書
、
Ｃ
）
の
二
顆
が
捺
さ
れ
る
。

 

（
6
）

 

三
、
本
書
の
内
容
に
つ
い
て 

 

本
書
は
、
冒
頭
の
内
容
や
巻
末
の
本
奥
書
よ
り
、
空
海
の
著
作
と
さ
れ
る
「
魚
養
口
伝
」
を
世
尊
寺
行
高
が
書
写
し
た
も
の
と
思
し
い
。

朝
野
魚
養
の
口
伝
か
空
海
の
著
し
た
も
の
か
は
定
か
で
は
な
く
、
仮
託
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
の
が
無
難
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
藤
原
教
長

の
目
を
経
て
、
世
尊
家
に
伝
授
・
伝
来
し
た
も
の
と
す
る
が
確
証
は
な
い
。
し
か
し
、
教
長
の
口
伝
を
記
し
た
『
才
葉
抄
』
の
内
容
と
重
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複
す
る
項
目
が
散
見
さ
れ
る
点
に
注
意
し
た
い
。
た
だ
し
、
『
才
葉
抄
』
の
後
半
部
分
は
後
世
の
加
筆
と
さ
れ
て
お
り
、
教
長
と
の
関
連
も

慎
重
に
判
断
す
る
必
要
性
が
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
世
尊
寺
行
高
に
よ
っ
て
文
正
元
年
に
書
写
さ
れ
た
本
書
が
、
持
明
院
流
の
祖

と
さ
れ
る
持
明
院
基
春
に
継
承
さ
れ
、さ
ら
に
世
尊
寺
十
七
代
・
世
尊
寺
行
季
へ
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
奥
書
の
内
容
か
ら
読
み
取
れ
る
。

ゆ
え
に
、
世
尊
寺
家
や
持
明
院
家
の
伝
授
内
容
の
享
受
の
様
相
が
う
か
が
え
る
資
料
の
ひ
と
つ
と
言
え
よ
う
。
な
お
、
『
才
葉
抄
』
な
ど
の

入
木
道
伝
書
と
ど
の
よ
う
に
連
関
す
る
か
は
後
述
す
る
。 

 

記
さ
れ
て
い
る
口
伝
の
内
容
は
、
『
手
習
口
伝
』
は
手
習
双
紙
の
事
か
ら
始
ま
り
、
文
字
の
造
形
に
関
す
る
こ
と
や
手
習
を
す
る
時
の
心

構
え
、
道
具
に
関
す
る
注
意
事
項
が
列
記
さ
れ
る
。

後
に
空
海
が
作
っ
た
と
さ
れ
る
仮
名
九
字
に
つ
い
て
追
記
さ
れ
、
計
十
五
項
目
が

一
つ
書
き
形
式
で
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

そ
れ
に
、「
又
追
而
書
加
之
」
と
し
て
、
屏
風
・
障
子
書
様
、
書
壁
事
、
書
板
様
、
像
讃
書
様
、
外
題
事
、
経
外
題
事
、
一
品
経
事
、
願

文
勧
進
帳
同
之
、
咒
願
文
、
色
紙
形
、
草
子
事
、
繪
詞
事
、
扇
物
書
様
、
消
息
之
事
、
手
習
様
、
依
真
行
草
取
筆
様
、
字
躰
事
、
硯
善
悪

事
、
同
安
置
様
の
二
十
項
目
が
増
補
さ
れ
る
。
奥
書
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
ま
で
が
行
高
自
筆
本
に
は
記
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う

か
。
増
補
部
分
は
、
『
入
木
篇
目
集
追
加
』
（
「
世
尊
寺
侍
従
行
季
二
十
ヶ
條
追
加
」
と
も
、
『
続
群
書
類
従
』
雑
部
に
収
載
）
の
内
容
に
項

目
立
て
や
内
容
が
合
致
す
る
。
『
入
木
篇
目
集
追
加
』
は
、
世
尊
寺
行
尹
（
一
二
八
六
～
一
三
五
〇
）
の
撰
し
た
も
の
と
思
し
い
が
、
世
尊

寺
行
房
（
？
～
一
三
三
七
）
の
『
右
筆
条
々
』
よ
り
、
肝
要
と
思
し
い
二
十
ヶ
条
を
抜
き
書
き
し
た
も
の
で
あ
る
。
編
述
者
に
は
、
奥
書

の
内
容
か
ら
行
高
・
行
季
・
行
忠
な
ど
が
あ
て
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。
本
書
の
奥
書
は
世
尊
寺
行
尹
（
一
二
八
六
～
一
三
五
〇
）
自
筆
本

を
以
て
書
写
し
た
と
さ
れ
る
。
田
藩
文
庫
に
も
所
蔵
さ
れ
る
た
め
（
『
入
木
篇
目
集
追
加
』
一
五
―
七
二
五
）

 

（
7
）

、
後
の
翻
刻
で
は
該
当
部
分

の
異
同
も
示
し
た
い
。 

 

さ
ら
に
、「
灌
頂
伝
受
七
ヶ
条
」
が
増
補
さ
れ
て
お
り
、
奥
書
に
行
季
模
写
本
に
記
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
奥
書
の
内
容
を
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信
ず
れ
ば
行
季
が
加
筆
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
「
灌
頂
伝
受
七
ヶ
条
」
は
森
尹
祥
（
一
七
四
〇
～
九
八
）
著
『
入
木
道
伝

書
目
録
』

 
（
8
）

な
ど
に
も
掲
載
さ
れ
る
。 

四
、
翻
刻 

【
凡
例
】 

一
、
人
間
文
化
研
究
機
構 
国
文
学
研
究
資
料
館
（
田
藩
文
庫
、
田
安
徳
川
家
旧
蔵
）
に
所
蔵
さ
れ
る
『
世
尊
寺
殿
口
伝
手
習

』
（
一
五
―
七

一
六
）
を
翻
刻
す
る
。
校
本
作
成
に
伴
っ
て
は
、
『
世
尊
寺
殿
口
伝
』（
七
一
六
）
を
底
本
と
し
て
、
対
校
本
に
同
館
所
蔵
『
手
習
口
伝
』

（
一
五
―
七
一
八
）
を
用
い
た
。
増
補
部
分
の
校
合
に
は
同
館
所
蔵
『
入
木
篇
目
集
追
加
』（
一
五
―
七
二
五
）
を
用
い
た
。 

一
、
可
能
な
限
り
原
本
に
忠
実
に
翻
刻
す
る
よ
う
に
つ
と
め
、
改
行
に
つ
い
て
も
底
本
通
り
と
し
た
。 

一
、
平
仮
名
・
片
仮
名
は
、
現
行
の
字
体
に
統
一
し
た
。 

一
、
繰
り
返
し
記
号
（
踊
り
字
）
は
、
片
仮
名
は
「
ヽ
」
、
漢
字
は
「
々
」
、
そ
れ
ぞ
れ
二
字
以
上
の
繰
り
返
し
は
「
〳
〵
」
、
あ
る
い
は
「
々
々
」

で
示
し
た
。 

一
、
底
本
に
存
す
る
校
異･

付
訓･

注
記
な
ど
の
類
は
、
可
能
な
限
り
原
本
に
し
た
が
っ
て
忠
実
に
示
し
た
。
補
入
は
本
文
の
括
弧
内
に
記

し
た
。
修
正
は
本
文
右
傍
に
修
正
前
の
文
字
を
括
弧
内
に
示
し
た
。 

一
、
朱
の
書
き
入
れ
は
、
冒
頭
に
「
〈
朱
〉
」
と
付
し
た
。
ま
た
、
全
丁
に
わ
た
っ
て
朱
の
句
点
や
中
点
、
傍
線
や
文
字
囲
い
が
付
さ
れ
る

た
め
、
本
稿
に
お
い
て
も
可
能
な
限
り
忠
実
に
示
す
よ
う
努
め
た
が
、
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
黒
字
で
示
し
た
。
な
お
、
傍
線
は
校
本

作
成
の
都
合
上
、
傍
線
（
太
一
重
線
）
を
該
当
部
に
付
し
た
。 
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一
、
誤
写
と
想
定
さ
れ
る
箇
所
や
不
審
な
箇
所
に
は
、「〈
マ
マ
〉
」
を
付
し
た
。 

一
、
頁
移
り
を 

」
で
区
切
り
、
そ
の
下
に
丁
数
を
ア
ラ
ビ
ア
数
字
、「
表
・
裏
」
を
「
オ
・
ウ
」
で
そ
れ
ぞ
れ
示
し
た
。 

一
、
各
項
目
の
頭
部
に
通
し
番
号
を
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
示
し
た
。 

一
、
校
異
の
掲
出
は
、
相
違
す
る
箇
所
に
傍
線･

丸
数
字
を
付
し
、
各
項
目
下
段
に
［
校
異
］
と
し
て
示
し
た
。
数
字
は
各
項
目
毎
に
分
け

て
、
通
し
番
号
を
付
し
た
。 

一
、
漢
字
の
新
字
・
旧
字
・
異
体
字
、
平
仮
名
と
片
仮
名
や
仮
名
遣
い
の
相
違
の
類
は
掲
出
か
ら
省
略
し
た
。 

一
、
漢
字
・
仮
名
の
別
、
例
え
ば
「
也
→
な
り
」
の
類
は
、
掲
出
か
ら
省
い
た
。
た
だ
し
、
読
み
が
複
数
該
当
す
る
も
の
、
例
え
ば
「
様

→
さ
ま
・
や
う
」
の
類
は
掲
出
し
た
。 

一
、「
侍
←
→
侍
る
」
や
「
世
中
←
→
世
の
中
」
な
ど
の
送
り
が
な
の
表
記
の
相
異
は
掲
出
を
省
略
し
た
。
た
だ
し
、
送
り
が
な
に
相
異
が

見
ら
れ
る
場
合
は
掲
出
し
た
。 

 

【
翻
刻
】 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

［
校
異
］ 

 

①

世
尊
寺
殿
家
傳 
 

十
一 

」
１
丁
オ 

①
秘

手
習
口
傳 

 

」
１
丁
ウ 

１
一
、
手
習
口
傳 

 
 

高
野
大
師 

魚
養
口
傳
委
細
ノ
記
ハ
石
蔵
ニ
イ
タ
ク
秘
シ
テ
籠 

①
拂 

 
 

ラ
レ
タ
リ
安
元
三
年
七
月
七
日
或
僧
虫
①

掃
ノ
便
ヲ
得
テ
隠
密 

②

必
本
ノ
マ
マ

本 
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ニ
シ
テ
書
記
ス
宰
相
入
道
教
長
ニ
見
セ
シ
ム
ル
ニ
②

秘
本
也
ト
テ
寫 

 

 
 

之
此
口
傳
家
々
ニ
傳
ル
也 

２
一
、
手
習
双
紙
ハ
①

相
構
々
々
②

能
キ
帋
ヲ
フ
ツ
ク
リ
テ
其
ニ
習
フ
ヘ
キ 

①

相
本
ノ
マ
マ

指
云
々 

 
 

ナ
リ
其
故
ハ
習
始
ル
ヨ
リ
双
紙
ヲ
目
ハ
カ
リ
ニ
テ
文
字
ノ
座
ヲ
ス 

②
能
キ
紙
ニ
テ 

 
 

ク
ニ
可
習
事
也
筆
訓
ツ
モ
リ
ヌ
レ
ハ
ス
キ

計
〈
朱
〉
ケ
イ

ノ
ナ
キ
物
ニ
モ
ス
ク
ニ 

③
信
草
行
ニ 

 
 

書
ル
ヽ
也 

〈
朱
〉
目
ハ
カ
リ
目
分
量
ノ
コ
ト
歟 

④
チ
ト
心
ア
リ 

 

〈
図
〉
懸
針 

③

真
行
草
ニ
通
ス
筆
ニ
ハ
④

少
シ
心
ア
リ
⑤

大
旨
ス
カ
タ
ハ
カ
リ
ノ
様
也 

⑤
大
ス
カ
タ
ハ
カ
リ
ノ 

 
 
 
 

 
 

 

此
ス
カ
タ

下

針

〈
朱
〉
サ
ゲ
ハ
リ

ノ
サ
キ
ノ
躰
ナ
ル
ヘ
シ 

⑥
カ
ク
ヘ
シ 

 

〈
図
〉
落
露 

是
ハ
文
字
ニ
ヨ
ル
ヘ
キ
也
小
キ
文
字
ニ
ハ
ナ
シ 

⑦
書
ヘ
キ
也 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
ナ
ル
⑥

文
字
ニ
カ
ク
ヘ
シ 

⑧
諸
文
字
ニ 

 

〈
図
〉
垂
露 

是
ハ
普
通
ニ
モ 

⑨
書
ヘ
キ
也 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑦

可
書
也 

」
２
丁
オ 

⑩
尓 

 

〈
図
〉
遍
鵲 

是
ハ
⑧

諸
ノ
文
字
ニ 

⑪ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑨

可
レ

書
也 

 
 
 
 
 

 

六
點
〈
朱
〉
ノ

次
第
名 

 

３
一
、
廻
鸞 

遺 

遺 

遺 

魚
鱗 

虎
爪 

頭
中

内
空

〈
朱
〉
重
か 

鴆 

緻 

救 

翳 
醫 
師 

 
 

福
盛 

左 

短 

右 

長 

立
太 

横
次 

大
點 

小
點 

飛
鳥
竹
葉
文 

龍
水 

 
 

阝
〈
朱
〉
サ
ン 

阝ヤ
ウ 

人 

立 

⑩

示 
 

 

篇 

寳
珠 

蓬
頭 

山
帯 

雲
頭 

 

 
 

摺
筆 

書 

抑
書 

貫
花
⑪
筆
ヲ
取
筆
ヲ
取
サ
ル
様

マ
リ
ノ
是
藤
花
ノ
心 

 

筆
ヲ
取
筆
ヲ
取
サ
ル
様 

マ
リ
ノ
足
藤
花 
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４
一
、
縄
飃
―
定 

風 

廻 

乱 

乱
水 

是
等
ノ
筆
筋
行
草
ハ
皆
如 

 
 

レ

此
也
是
ハ
龍
蟠
ノ
ス
ガ
タ
ナ
ル
ヘ
キ
ナ
リ 

５
一
、
散
帯
―
分 

則 

遠 

是
ハ
廻
鸞
ノ
躰
ナ
ル
文
字
也 

①
ツ
フ
ラ
カ
ナ
ル 

 
 

凡
手
跡
ヲ
好
ニ
ハ
先
筆
ヲ
持
ヘ
キ
者
也
ユ
ル
〳
〵
ト
サ
シ
ノ
ヒ
タ
ル
筆 

 

 
 

ニ
テ
、
墨
ヲ
タ
フ
〳
〵
ト
ソ
メ
テ
、
書
ヘ
キ
也
、
ヲ
ヨ
キ
タ
ル
筆
ニ
テ
、
ツ
フ
ラ 

 

 
 

カ
ナ
ル
筆
ニ
テ
、
書
タ
ル
文
字
ノ
様
ニ
、
カ
ヽ
ン
ト
ス
ル
也
、
是
ハ
龍
蟠 

飛 

 
 

鳥
廻
乱
ノ
點
ヲ
タ
ニ
モ
習
書
ナ
レ
ハ
自
然
ニ
①

ツ
ヨ
ラ
カ
ナ
ル
筆
ニ
テ 

 

 
 

書
タ
ル
文
字
ノ
躰
ニ
ナ
ル
也 

」
２
丁
ウ 

６
一
、
手
跡
ニ
付
テ
、
種
々
ニ
品
ア
リ
、
筆
フ
ト
ニ
テ
ツ
ヨ
カ
ル
ヘ
キ
様
、
又
①

筆
細
ノ 

①
筆
ホ
ソ
ニ
テ 

 
 

ニ
テ
ヨ
キ
事
ア
ル
ヘ
シ
、
書
様
ハ
信
ナ
レ
ト
モ
、
行
草
ノ
筆
筋
ア
ル
ヘ
キ 

②
信
ノ
モ
ノ
ニ
テ 

 
 

也
又
行
草
ナ
レ
ト
モ
、
筆
筋
ハ
②

真
ノ
モ
ノ
ニ
テ
ア
ル
ヘ
キ
也
、
然
ト
モ
手 

 

 
 

書
ハ
、
カ
キ
物
ニ
ヨ
リ
テ
、
心
エ
テ
書
カ
フ
ル
事
ナ
リ
、
此
等
ノ
チ
カ
ヒ
メ
ヲ 

 
 

能
々
ナ
ラ
ヒ
心
得
ヌ
レ
ハ
、
ホ
ト
ナ
ク
手
跡
モ
、
イ
テ
キ
ヌ
、
筆
モ
、
ウ
ル
ハ 

 
 

シ
ク
、
シ
タ
ヽ
マ
ル
也
、 

７
一
、
手
習
ヲ
ス
ヘ
キ
様
、
手
本
ヲ
一
返
、
大
方
ノ
文
字
コ
ト
ニ
、
習
ヒ
タ
ヽ
ノ 

①
書
ヘ
キ
也 

 
 

帋
ヲ
、
手
本
ノ
ヤ
ウ
ニ
、
フ
ツ
ク
リ
テ
、
書
寫
シ
テ
、
見
合
ス
ヘ
キ
也
、
書
寫 

②
文
字
ヲ
長
短 

 
 

ス
時
モ
、
筆
ヲ
オ
サ
ヘ
テ
、
ネ
ハ
ク
、
能
々
手
本
ニ
、
見
合
テ
、
①

可
レ

書
也
サ
テ 

③
ヨ
リ
ノ
キ 

 
 

常
ニ
、
手
本
ニ
見
合
テ
、
善
キ
悪
キ
、
②

文
字
ノ
長
短
、
③
寄 ヨ

リ 

退 ノ
キ

ヲ
、
見
ハ 
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カ
ラ
イ
テ
、
可
習
也
、
如
此
常
ニ
カ
ケ
ハ
、
大
意
モ
心
エ
ヌ
レ
ハ
、
萬
ノ
文
字
、 

 
 

自
然
ニ
シ
テ
、
ヤ
カ
テ
行
ヲ
、
直
ニ
被
レ

書
故
實
ニ
テ
、
在
ナ
リ 

８
一
、
手
習
ス
ル
ニ
、
物
ク
サ
キ
時
ハ
、
不
レ

可
レ

習
也
、
心
ノ
イ
サ
マ
シ
ク
、
オ
ホ
ユ
ル
時 

①
葉
ク
ス
テ
ヽ 

 
 

習
ヘ
ハ
、
文
字
ノ
躰
モ
心
ニ
ウ
カ
ヒ
、
時
常
ニ
筆
ヲ
取
テ
習
ヘ
キ
也
、
習
ニ 

②
肝
要
ヲ
ム
ト
ス
ヘ
キ 

 
 

ナ
ラ
ヒ
ニ
ク
キ
文
字
ヲ
ハ
、
指
置
テ
、
我
心
ニ
似
セ
ン
ト
思
ハ
レ
テ
、
似
セ
ヤ 

」
３
丁
オ 

③
能

タ
〈
マ
マ
〉 

 
 

ス
カ
ラ
ン
ヲ
、
可
レ

習
也
、
又
ニ
セ
ニ
ク
カ
ラ
ン
文
字
ヲ
、
左
右
ナ
ク
ニ
セ
ン
ト
習 

④
筋
ミ
ヘ
テ 

 
 

事
ス
ヘ
カ
ラ
ス
、
其
文
字
ヲ
ハ
サ
シ
ヲ
キ
テ
、
心
ニ
習
ヤ
ス
ク
、
思
フ
字
ヲ
、 

⑤
振
ク
セ
ミ
ヲ 

 
 

奥
端
ク
リ
テ
、
可
レ

習
也
、
如
此
ス
レ
ハ
、
習
ニ
ク
カ
リ
ツ
ル
文
字
モ
、
此
筆 

⑥
先
タ
テ 

 
 

訓
ニ
テ
、
安
ク
似
ル
事
也
、
①

葉
ヲ
ス
テ
ヽ
、
②

肝
要
ヲ
セ
ム
ト
ス
ヘ
キ
者
ナ
リ
、 

⑦
書
ツ
ケ
ヌ
レ
ハ 

 
 

枝
葉
ヲ
ス
ツ
ヘ
キ
ト
云
事
ハ
、
或
ハ
點
ヲ
ア
マ
リ
ニ
片
寄
テ
、
文
字
ス
カ 

 
 

タ
、
篇
内
ノ
躰
ヲ
ナ
シ
カ
ラ
ス
、
長
短
ヲ
書
テ
、
ヨ
リ
ノ
キ
ヲ
目
ハ
ヤ
リ
ヲ 

 
 

シ
テ
、
書
コ
ト
也
、
③

能
々
手
ノ
却
タ
ニ
ツ
ミ
テ
、
ウ
ル
ハ
シ
ク
、
筆
ノ
シ
ナ
モ
習
テ 

 
 

後
ニ
、
勢
ヲ
ワ
カ
ス
事
、
能
書
ノ
ミ
ナ
法
也
、
筆
ツ
ノ
リ
テ
後
ハ
、
ク
セ
ム
ニ
付 

 
 

テ
モ
、
キ
シ
入
リ
タ
ル
④

筋
ミ
エ
テ
、
面
白
キ
事
也
、
其
ヲ
左
右
ナ
ク
、
初
心
ノ 

 
 

時
ヨ
リ
筆
ヲ
⑤

振
ク
セ
シ
ヲ
⑥

先
タ
テ
ヽ
、
⑦

書
ツ
ケ
タ
レ
ハ
、
筆
ア
ラ
ク
ナ
リ 

 
 

テ
、
ク
ル
フ
事
ニ
テ
有
之 

９
一
、
文
字
ノ
ヲ
コ
リ
ハ
、
十
八
道
得
ル
モ
ア
リ
、
カ
タ
ク
持
ス
ル
事
マ
レ
ナ
ル
ニ
ヨ 

①
大
ナ
リ
ト 

 
 

リ
テ
、
十
八
ヲ
ア
ツ
メ
テ
ナ
シ
ト
ヨ
メ
ル
也
、
三
千
界
無
計
、
平
等
ナ
ル
間
、 
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一
ッ
①

大
キ
ナ
リ
ト
書
テ
、
天
ト
ヨ
メ
ル
也
、
ナ
ラ
フ
ヘ
キ
事
、
ナ
キ
ニ
ヨ
リ
テ
也 

10
一
、
文
字
カ
サ
ナ
ル
文
字
ハ
、
①

タ
カ
ヽ
ル
也
並
〈
朱
〉
フ

文
字
ハ
ヒ
ロ
コ
ル
ヘ
キ
者
也
、

鸕

豊

〈
朱
〉
ナ
ラ
ブ
カ
サ
ナ
ル 

①
タ
ヽ
カ
ヽ
ル
也 

 

」
３
丁
ウ 

 
 

膏

額

〈
朱
〉
カ
サ
ナ
ル
ナ
ラ
フ

凡
文
字
ヲ
カ
ク
ニ
、
心
得
テ
書
ヘ
キ
也 

11
一
、
手
跡
ヲ
習
ニ
ハ
、
手
本
ニ
筆
カ
ス
ノ
入
タ
ル
文
字
、
篇
内
習
ワ
ツ
ラ
ハ
シ 

①
チ
ト
ツ
ヽ 

 
 

キ
ヲ
ハ
、
作
ト
篇
ト
ヲ
、
二
度
ニ
習
ヘ
キ
也
、
此
義
口
傳
也
、
凡
習
ニ
ク
キ 

 
 

文
字
ヲ
ハ
、
一
字
ナ
レ
ト
モ
、
一
點
ツ
ヽ
モ
、
ア
マ
タ
ニ
取
ハ
ナ
シ
テ
、
習
ヘ
キ 

 
 

者
也
、
ヒ
ト
ヘ
ニ
安
キ
コ
ソ
ア
レ
、
心
ニ
似
セ
ニ
ク
キ
、
文
字
ヲ
ハ
、
①

少
ツ
ヽ
習 

 
 

テ
、
座
ヲ
カ
サ
ネ
テ
、
後
ニ
カ
キ
習
ニ
ヤ
ス
キ
事
也
、
如
此
タ
ニ
モ
習
ヘ
ハ
、 

 
 

文
字
ノ
習
ヤ
ス
キ
ノ
ミ
ニ
ア
ラ
ス
、
筆
ツ
カ
ヒ
モ
オ
ホ
エ
、
文
字
ノ
ヨ
キ 

 
 

事
ニ
テ
有
也
、
手
跡
モ
ワ
カ
涯
分
ヲ
ハ
カ
ラ
ヒ
テ
、
書
ヘ
キ
事
也
、
手 

 
 

本
ノ
數
タ
ニ
モ
ア
マ
タ
持
テ
、
ミ
サ
ハ
ク
リ
ヌ
レ
ハ
、
知
恵
ツ
ク
事
也
、
手 

 
 

跡
ホ
ト
ナ
ク
ア
カ
ル
也
、
我
好
ム
ミ
チ
ナ
ラ
ネ
ハ
ト
、
思
事
ア
ル
ヘ
カ
ラ 

 
 

ス
、
何
モ
皆
ソ
ノ
シ
ナ
ア
ル
ヘ
キ
物
ナ
レ
ハ
、
ア
マ
タ
ノ
フ
リ
ニ
ヨ
リ
テ
、
面
白 

 
 

キ
ス
チ
ア
ル
ヘ
キ
也
、
何
ノ
フ
リ
ナ
リ
ト
モ
相
構
々
々
モ
ツ
ヘ
キ
事
ナ
ク 

12
一
、
手
習
ヲ
ス
ル
ニ
、
心
ニ
今
ハ
似
タ
リ
、
我
ハ
能
書
也
ト
思
ヒ
テ
、
手
本
ヲ 

①
手
本
ヲ
ク
ヲ
ク
リ
テ 

 
 

打
ス
テ
ヽ
ア
ル
事
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、
手
跡
ノ
損
ス
ル
事
也
、
又
内
々
ウ
ツ
シ 

②
カ
キ
ニ
ス
ヘ
シ 

 
 

書
ナ
ト
ス
ル
時
ス
カ
タ
似
タ
リ
ト
オ
ホ
ユ
ル
文
字
ヲ
ハ
、
①

手
本
ノ
ヲ
ク
ヲ 

」
４
丁
オ 
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ク
リ
テ
、
其
ヲ
尋
見
ハ
カ
ラ
ヒ
テ
、
書
ヘ
キ
事
ニ
テ
ア
ル
也
、
一
日
ハ
習
ヒ
、 

 
 

一
日
ハ
ウ
ツ
シ
、
②

カ
キ
ラ
ス
ヘ
シ
、
如
此
習
ヌ
レ
ハ
ヤ
カ
テ
又
文
字
ツ
ヽ
キ
モ 

 
 

オ
ホ
エ
テ
字
ナ
ラ
ヒ
モ
ヨ
ク
ナ
ル
ヘ
キ
也 

13
一
、
手
跡
若
シ
タ
ヽ
ノ
物
ヲ
書
、
相
構
々
々
、
卒
尓
ニ
書
事
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、 

 
 

閑
ナ
ル
ト
コ
ロ
ニ
テ
、
心
ヲ
シ
ツ
メ
テ
習
ヒ
書
事
也
、
人
イ
ソ
キ
ナ
ト
云
ト
モ
、 

 
 

筆
ヲ
オ
サ
ヘ
テ
、
ネ
ハ
ク
筆
ヲ
立
ヌ
ル
所
、
ス
ツ
ル
所
、
ニ
心
ヲ
カ
ケ
テ
書
ヘ 

 
 

キ
者
也
、
又
物
ヲ
書
ニ
卒
尓
ニ
テ
、
書
損
シ
タ
リ
ナ
ト
、
人
コ
ト
ニ
云
ヘ
カ
ラ 

 
 

ス
、
卒
尓
ニ
テ
書
損
ス
ル
ト
云
ハ
、
未
練
ノ
ユ
ヘ
ニ
テ
有
也
、
是
手
跡
ノ
故 

 
 

實
ヲ
知
サ
ル
也
、
何
事
モ
心
ヲ
ソ
ヘ
テ
ス
ル
ト
、
卒
尓
ニ
ス
ル
ト
ハ
、
道
カ 

 
 

ハ
ル
事
ニ
テ
有
也 

14
一
、
料
紙
ヲ
コ
シ
ラ
フ
ル
ニ
、
ス
キ
ウ
ル
シ
ト
名
付
テ
、
松
ヤ
ニ
ヲ
、
①

小
土
器
ニ
一
ッ 

①
小
瓦
気
ノ 

 
 

ハ
カ
リ
ニ
、
ヨ
キ
胡
麻
ノ
油
ヲ
②

少
入
テ
、
能
々
火
ニ
ア
タ
ヽ
メ
テ
、
ト
カ
シ 

②
チ
ト
入
テ 

 
 

テ
、
ヨ
キ
料
紙
一
枚
ニ
ヌ
リ
テ
、
ヌ
ル
時
ハ
、
ホ
ソ
キ
竹
ヲ
ワ
リ
テ
、
其
上
ニ 

③
イ
マ
タ 

 
 

ヒ
キ
ハ
リ
テ
、
サ
テ
ソ
レ
ヲ
ヨ
キ
水
ニ
入
テ
、
水
ヲ
ハ
料
紙
ノ
入
ホ
ト
ノ
物 

」
４
丁
ウ 

④
能
々
ヌ
リ
テ 

 
 

ニ
入
テ
、
③

今
ハ
カ
タ
マ
リ
ヌ
ラ
ム
ト
オ
ホ
ユ
ル
ト
キ
、
ト
リ
ア
ケ
テ
赤
漆 

⑤
ナ
ラ
ヒ
〳
〵
ス
ル
事 

 
 

ヲ
以
テ
、
④

能
ク
ス
リ
テ
、
手
習
ス
ル
事
ア
リ
、
是
ヲ
ス
キ
ウ
ル
シ
ト
名 

⑥
墨
ヌ
ラ
ヌ 

 
 

付
、
手
本
ノ
上
ニ
ヲ
シ
ア
ツ
レ
ハ
、
如
法
々
々
文
字
、
ス
ク
事
ニ
テ
ア
ル
ナ
リ
、 

⑦
書
キ
〳
〵
如
此
ニ 

 
 

ソ
レ
ヲ
書
テ
ハ
、
ヲ
シ
ノ
コ
ヒ
テ
ハ
、
又
⑤

習
々
ス
ル
事
也
、
サ
テ
⑥

墨
ス
ラ
ヌ
筆 

⑧
習
候
ヘ
ハ 



 － 144 －

 
 

ニ
テ
、
手
本
ノ
ウ
ヘ
ヲ
四
五
度
ト
モ
習
テ
、
又
此
ス
キ
ウ
ル
シ
ノ
帋
ニ
テ
、 

⑨
習
入
ヘ
キ
也 

 
 

ヲ
ア
テ
ヽ
ハ
、
⑦

書
々
如
此
廿
日
ハ
カ
リ
⑧

習
候
得
者
、
其
手
本
ノ
シ
ナ
ハ 

⑩
ヌ
ル
時
モ 

 
 

ヤ
カ
テ
書
ル
ヽ
事
也
、
相
構
々
々
異
様
ヲ
ス
テ
ヽ
、
ス
ナ
ホ
ニ
⑨

習
入
ヘ
キ 

⑪
筆
ヲ
シ
ナ 

 
 

者
也
、
タ
ヽ
常
ニ
書
寫
習
フ
文
字
ヲ
、
心
ニ
カ
ケ
テ
、
文
字
ノ
躰
、
手
本 

⑫
持
ユ
ル
事 

 
 

ノ
趣
ヲ
オ
ホ
ヘ
、
ツ
ネ
ニ
筆
ヲ
ト
リ
テ
、
書
ヘ
キ
事
也
、
手
跡
ヲ
執
ス 

⑬
ソ
レ
ニ

初
ハ 

 
 

ル
法
ニ
ハ
、
⑩

寝
ル
時
モ
、
右
ノ
手
ヲ
シ
ク
事
ヲ
セ
ス
、
ア
ラ
ク
仕
事
ナ
カ
レ
、 

⑭
書
写
テ 

 
 

手
ヲ
ツ
カ
ヒ
ヌ
レ
ハ
、
手
跡
ニ
⑪

筆
ノ
シ
ナ
失
ス
ル
事
ニ
テ
有
也
、
能
々 

⑮
見
サ
ハ
タ
リ
テ 

 
 

ツ
ヽ
シ
ム
ヘ
キ
事
也
、
人
ノ
メ
ツ
ラ
シ
カ
ル
手
本
、
ウ
ツ
シ
モ
ツ
ト
キ
ハ
、
カ
ヤ
ウ 

 

 
 

ニ
手
本
ヲ
多
ク
⑫

持

タ
〈
朱
〉
ヌ

ル
事
、
私
ニ
イ
フ
ニ
ア
ラ
ス
本
書
ノ
、
太
平
御 

 
 

覧
ニ
ア
リ
、
⑬

ソ
レ
ニ
テ

初
ハ
シ
ル
ナ
リ
、
手
ヲ
好
ム
法
ニ
ハ
、
文
字
ノ
ス
カ 

 
 

タ
ヲ
ホ
ユ
ル
時
、
心
ニ
面
白
キ
時
、
墨
筆
ナ
キ
時
ハ
、
ユ
ヒ
ニ
テ
其
字
ノ 

」
５
丁
オ 

 
 
 

躰
ヲ
、
⑭

書
寫
シ
テ
、
晝
夜
ニ
、
文
字
ヲ
心
ニ
カ
ケ
テ
、
案
ス
ル
也
、
何
モ
手 

 
 

書
ハ
、
ソ
ノ
品
一
ツ
ア
ル
ヘ
キ
物
ナ
レ
ハ
、
文
字
ノ
義
ニ
テ
モ
、
又
筆
ノ
義 

 
 

ニ
テ
モ
、
書
キ
タ
ル
物
ノ
文
字
、
十
三
義
ニ
モ
、
ソ
ノ
品
一
ツ
ハ
必
ア
ル
ヘ
キ 

 
 

也
、
常
ニ
手
書
ノ
カ
キ
タ
ル
物
ヲ
、
心
ニ
入
テ
、
⑮

見
サ
ハ
ク
リ
テ
書
ヘ
キ
也
、 

 
 

手
跡
ヲ
執
ス
ル
法
ニ
ハ
、
物
語
ノ
双
帋
ナ
ト
ヲ
ハ
、
カ
ヽ
ス

可
〈
朱
〉
ヨ
キ

双
帋
ナ 

 
 

ト
ヲ
ハ
書
ク
事
ナ
リ
、
ス
キ
ウ
ル
シ
ノ
料
紙
シ
タ
ヽ
ム
ル
様
ハ
、
随
分
秘 

 
 

説
ナ
リ
、
穴
賢
々
々
タ
ヤ
ス
ク
相
傳
ス
ヘ
カ
ラ
ス 
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15
一
、
假
名
事
我
朝
ニ
、
高
野
大
師
御
作
候
、
但
依
二

仰
事
一
①

住
申
側
字 

①
注
申
側
字 

 
 

難
者
②

て
る
か
ら
に

天

留

可

良

尓

い
ろ

色

□
み

名

美

九
字
必
上
ノ
字
ニ
可
レ

續
無
二

上 

②
天
留
可
良
尓
色
名
美 

 
 

字
一

者
、
非
二

其
限
一

然
者
乍
量
上
ヘ
不
レ

續
、
下
ヘ
續
下
〈
朱
〉
ル

ヲ
為
レ

難
、
ト 

③
目
ヲ
連
モ 

 
 

上
ノ
字
ニ
③

自
ラ
連
モ
不
レ

難
、
又
書
〈
朱
〉
ニ

レ

哥
ヲ
、
四
行
木
立
ハ
、
九
七
一
、
二
行
一
字 

六 

④
藤
花
様
云 

 
 

七
一
、
二
行
一
字 

可
レ

書
立
石
様
是
也
、
又
二
行
木
立
ト
申
ハ
、
五
七
五
、
一
行 

七 

⑤
同
書
テ 

 
 

七
、
一
行 

書
④

藤
花
様
ト
云
上
ヲ
⑤

調
テ
下
ヲ
不
レ

同
可
書
也 

 

 
 
 
 
 
 
 

①

文
正
元
年

丙戌

卯
月
上
幹
日
書
寫
之 

」
５
丁
ウ 

①
本
云

文
正 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

又
追
而
書
加
之 

16 
 
 

＊

本
書 

＊
以
下
「
＊
＊
」
ま
で
『
手 

 
 

①

可
レ

真
也 

習
口
伝
』
に
は
ナ
シ 

17 
 
 

屏
風
・
障
子
書
様 

①
可
為
真
也 

 
 

可
レ

為
二

行
草
字
一

也
上
下
令
二

混
乱
一

書
レ

之
於
二

小
字
一

者
見
悪
也
、
假 

 
 

名
者
又
大
字
者
悪
也 

18 
 
 

書
壁
事 

①

主
本
ノ
マ
ヽ

壁
下
之 

 
 

大
小
字
并
上
下
者
可
レ

依
二

字
之
多
少
一

筆
ニ
墨
多
付
ハ
墨
流 

 
 

下
、
又
少
付
ハ
快
不
レ

被
レ

書
也
能
々
可
レ

有
二

斟
酌
一

事
也
、
①

至
二

壁
下
一

之 

 
 

時
〈
朱
〉
ト
キ

ハ
取
直
テ
、
挙
二

筆
管
一

令
レ

書
也 

19 
 
 

書
板
様 
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聊
摺-

二

過
墨
一

可
レ

令
レ

書
矣 

20 
 
 
 
 

題
像
讃
書
様 

 
 

不
レ

透
二

奥
端
上
下
一

書
レ

之
字
躰
者
任
レ

意
也 

」
６
丁
オ 

21 
 
 

外
題
事 

①
但
銘
之
多
者 

 
 

可
レ

為
レ

真
也
但
於
二

行
草
一

者
可
レ

依
二

本
主
所
望
一

哉
表
紙
ノ
押
返
ノ 

②
紐
ニ
不
穏
様
ニ 

 
 

ハ
ツ
レ
ノ
程
ニ
書
之
紐
ノ
上
ニ
可
二

書
訖
一
①

但
銘
ノ
字
多
者
紐
ノ
下
ニ 

③
端
に
書
也 

 
 

一
両
字
可
二

書
下
一

也
所
詮
上
中
下
一
二
三
ノ
②

字
不
レ

穏
レ

紐
之
様
書
レ

之 

④
中
央
ニ
令
書
寫
也 

 
 

於
二

草
紙
一

者
撰
集
ハ
③

端
ニ
書
外
題
物
語
ハ
④

中
央
令
レ

書
也 

22 
 
 
 
 

経
外
題
事 

 
 

観
音
経 

心
経 

如
レ

此 
 

観
世
音
経 

般
若
心
経 

此
儀
非
二

當
家
之
説
一 

23 
 
 

一
品
経
事 

①
如
此
半
分 

 
 

経
者
雖
レ

為
二

真
字
一

於
二

一
品
経
一

者
人
々
書
レ

之
間
少
々
可
レ

書-

替
其
躰
歟 

②
如
此
（
大
）
概 

 
 

端
二
三
枚
者
如
レ

例
可
為
二

真
字
一

其
次
細
様
、
一
紙
次
太
様
一
紙
草 

③
此
像 

 
 

半
紙
、
筆
細 

次
如
レ

例
ノ
真
字
一
紙
、
次
二
行
様
、

上
半
分
太

下
半
分
細 
次
二
行
、

上
半
分
細

下
半
分
太 

 
 

①

如
レ

此
半
紙
、
次
又
一
行
太
様
、
一
行
細
様
、
等
也
、
②

以
レ

此
大
概
可
レ

有
二

校
量
一 

 
 

奥
〈
朱
〉
ニ

偈
書
③

此
儀
又
、
奥
偈
少
者
、
至
忠
偈
可
レ

書
二

此
躰
一

歟 

24 
 
 
 
 

願
文
勧
進
帳
同
之 

①
下
四
五
分
置
也 

 
 

可
レ

為
二

行
之
行
一

且
可
レ

守
二

拾
遺
納
言
中
隠
躰
一

矣
端
三
行
、
奥
三
行
可 

」
６
丁
ウ 
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レ

残
也
上
一
寸
余
、
①

下
四
五
分
置
レ

之
但
随
二

料
帋
之
高
下
一

令
二

准
據
一 

 
 

者
也
、
又
随
二

字
之
多
少
一

一
紙
ニ
、
何
行
ト
賦
宛
也
、
書
終
〈
朱
〉
ノ

行
与
二

年 

 
 

号
一

其
間
置
二

半
行
一

矣 

25 
 
 
 
 

咒
願
文 

 
 

極
真
也 

26 
 
 

色
紙
形 

 
 

上
下
奥
端
可
書
満
之
枚
數
多
者
其
躰
少
々
書
替
也 

27 
 
 

草
子
事 

①
可
為
行 

 
 

於
二

公
〈
朱
〉
キ
ミ

物
一

者
除
二

表
紙
付
一
枚
〈
朱
〉
ヲ

一

并
次
一
枚
自
二

第
三
枚
之
端
二

書-

始
一

之
為
二

漢 

 
 

字
一

者
①

可
レ

為
レ

行
也 

28 
 
 

繪
詞
事 

①
但
餘
不
執 

 
 

可
レ

為
二

行
字
一

也
端
可
レ

置
二

一
行
一

段
々
皆
如
レ

斯
①

但
除
不
レ

執
之
時
始
計 

 
 

端
置
二

一
行
一

歟 

29 
 
 
 
 

扇
物
書
様 

①
下
寄
合
而
者
悪
也 

 
 

始
一
行
者
上
下
書-

二

満
之
一

次
行
者
、
半
行
書
レ

之
又
一
行
者
、
上
ニ
両 

」
７
丁
オ 

 
 

三
字
、
一
行
者
、
下
ニ
一
両
字
、
書
儀
在
レ

之
毎-

行
書
〈
朱
〉
キ-

満
候
ヘ
ハ
、
①

下
寄 

 
 

合
テ
見
悪
也
、
不
レ

書-

二

懸
外
之
折
目
一

歌
者
如
二

普
通
之
一

散
〈
朱
〉
シ

書
〈
朱
〉
ク

源
氏
詞 

 
 

風
情
者
行
書
融
之
一
行
可
止
半
也 
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30 
 
 

消
息
之
事 

 
 

可
レ

為
二

行
字
一

端
置
レ

笏
之
程
残
レ

之 
31 

 
 

手
習
様 

①
下
可
習
融
也 

 
 

初
心
之
時
ハ
、

苦

〈
朱
〉
ネ
ン
コ
ロ
ニ

可
レ

学
二

手
本
一

雖
レ

聊
不
レ

可
レ

背
レ

之
能
〈
朱
〉
ク

懸
二

思
於
入
木
ニ

一 

②
可
令
習
写 

 
 

莫
レ

移
二

心
於
他
事
〈
朱
〉
ニ

一

閑
〈
朱
〉
ニ

廻
二

筆
端
一

不
レ

可
レ

有
二

踈
畧
一

自
レ

端
至
レ

奥
〈
朱
〉
ニ

何
返 

 
 

①
△

不
（
下
）

可
二

習
ニ

融
ス

一

也
枚-

數
多
者
四
五
枚
、
如
レ

先
習
レ

之
其
後
不
レ

見
レ

本
暗
ニ 

 

△
説
本
下
ト
ア
リ
モ
誤
タ
ル
ヘ
シ 

 
 

②

令
書
与
習
寫

可
令
書
寫

更
〈
朱
〉
ニ

無
〈
朱
〉
ニ
ハ

二

違
目
一

以
レ

之
為
レ

極
也
常
ニ

透
テ
寫
レ

之
又

可
〈
朱
〉
ヘ
シ

二

手
本
ト

一 

 
 

矣 

〈
朱
〉
何
返
モ
可
習
融
ナ
ル
ヘ
シ 

32 
 
 

依
二

真
行
草
一

①

取
レ

筆
様 

①
筆
執
様 

 
 

書
二

真
物
一

之
時
取
二

筆
本
一

也
②

堅
取
レ

之
而
閑
〈
朱
〉
ニ

可
レ

令
レ

書
也
行
字
之
時 

②
而
閑 

 
 

除
二

筆
本
一
寸
一

取
レ

之
草
之
時
二

二
寸
計
一

早
書
レ

之
不
レ

可
二

停
滞
一

者
也 

 

33 
 
 

字
躰
事 

」
７
丁
ウ 

 
 

真
行
草
共
可
為 

細
高
也 

34 
 
 

硯
善
悪
事 

 
 

摺
レ

墨
之
時
堅
テ
、
又
合
ニ
、
墨
〈
朱
〉
モ

其
水
〈
朱
〉
モ

以
レ

澄
為
レ

也
吸
入
〈
朱
〉
ヤ

又
渋
者
、
下 

 
 

品
也
、
水
凝
〈
朱
〉
リ

硯
同
下
品
也
、
又
硯
ニ
水
ヲ
蛙
目
ニ
入
テ
、
経
二

三
ヶ
日
一

雖
レ

聊 

 
 

不
レ

乾
二

者
為
レ

歟
硯
多
者
以
二

其
水
之
乾
分
限
一

可
レ

定
二

勝
劣
キ

一

也 

35 
 
 

同
安
置
様 
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可
レ

入
二

銀
箱
一

硯
面
ニ
不
レ

可
レ

居
レ

灰
〈
朱
〉
ヲ

清
書
之
後
、
即
洗
レ

之
不
レ

可
レ

用
二

銅
水 

 
 

入
一

也
殊
〈
朱
〉
ニ

至
テ
堅
硯
ヲ
ハ
清
〈
朱
〉
キ

所
ノ
土
掘
二

三
尺
計
一

埋
レ

之
経
二

卅
ヶ
日
一

可
レ

取-

二 

 
 

出
之
一 

 
 
 

①

此

卅
〈
マ
マ
〉

ヶ
条
者
、
故
②

世
尊
寺
行
高
卿
以
二

自
筆
一

寫
之
彼
本 

①
此
廿
ヶ
条
者 

 
 
 

則
所
持
也
、
③

類
本
之
為
一
帖
奥
ニ
寫
置
者
也 

②
世
尊
寺
行
尹
卿 

 
 
 
 

 

大
永
六
年
丙
戌
八
月
五
日
、
④

今
日
進
發
旅
行
也
、 

③
為
類
本
一
帖
之
奥 

 
 
 
 

 

⑤

急
假
間
落
字
多
端
歟 

 
 

 
 

 
 

藤
〔
花
押
〕 

」
８
丁
オ 

④
近
日
進
發 

 

⑤
急
々
間 

 
 
 
 

唯
授
一
人
灌
頂
傳
受 

 
 
 

一
、
錦
御
旗 

 
 
 

一
、
武
家
御
旗 

 
 
 

一
、
太
上
天
皇
御
辞
表 

 
 
 

一
、
年
中
行
事
障
子 

 
 
 

一
、
悠
記
主
基
屏
風 

 
 
 

一
、
賢
聖
障
子 

 
 
 

一
、
勅
額
法 

 
 
 
 

以
上
七
ヶ
条
為
入
木
道
極
秘 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

」
８
丁
ウ 
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右
手
習
篇
目
集
者
、
世
尊
寺
侍
従
行
季

筆
跡
也
、
予 

 
所
望
之
處
、
写
興
之
者
也
、
是
者
類
書
又
人
に
も
、
為
二

写
遣
一

者
也 

 
又
此
奥
ニ
注
付
事
、
入
木
之
道
奥
儀
、
七
ヶ
条
大
事
是
也
、 

 

相
傳
之
分
、
随
思
出
、
雖
置
先
也
、
此
外
条
々
事
者
、
別
ニ 

 

注
付
畢
、
自
余
事
者
、
執
心
之
人
ニ
先
中
聞
候
共
、
輙
此 

 

奥
書
付
候
事
、
於
子
孫
、
可
成
心
得
先
歟
、
七
ヶ
条
之 

 

事
也
、
自
然
端
々
之
事
、
淺
深
用
捨
、
懇
望
之
方
江 

 

可
申
之
旨
、
師
匠
許
之
上
者
、
聊
可
成
其
覚
悟
也
＊
＊ 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

」
９
丁
オ 

  
 

右
一
帖
者
世
尊
寺
侍
従
行
季

模
写
之
、 

 
 

尤
入
木
道
之
亀
鏡
、
吁
可
レ

謂
二

鴻
寳
一 

 
 

者
歟
、
可
レ

禁
二

外
見
一

而
已 

 
 
 

永
正
二
年
冬
十
月
日 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

参
議
藤
末
葉
〔
花
押
〕 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

」
９
丁
ウ 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

」
10 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

」
10 

丁
オ 

丁
ウ 
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五
、
ま
と
め 

 

『
世
尊
寺
殿
口
伝
』
の
本
文
の
形
態
（
全
体
像
）
、
及
び
『
手
習
口
伝
』
（
七
一
八
）・『
入
木
篇
目
集
追
加
』（
七
二
五
）
と
の
異
同
は
前

項
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
『
世
尊
寺
殿
口
伝
』
に
お
い
て
、
増
補
が
確
認
さ
れ
る
以
外
は
大
き
な
異
同
は
見
ら
れ
な
い
が
、
『
手
習
口
伝
』

の
誤
写
が
目
立
つ
。
増
補
部
分
の
『
入
木
篇
目
集
追
加
』
に
お
い
て
も
小
異
に
留
ま
る
が
、
奥
書
に
見
ら
れ
る
自
筆
本
の
書
写
者
が
異
な

る
点
に
注
意
し
た
い
。 

 

さ
て
、
『
手
習
口
伝
』
の
内
容
は
、
前
述
し
た
通
り
、
手
習
い
す
る
際
の
注
意
事
項
や
文
字
の
結
構
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
教

長
の
口
伝
『
才
葉
抄
』
と
の
関
連
性
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
し
た
。
本
書
が
『
才
葉
抄
』
な
ど
の
入
木
道
伝
書
と
ど
の
よ
う
に

連
関
し
て
い
る
か
、
そ
の
関
連
性
に
つ
い
て
簡
単
に
言
及
し
、
本
稿
の
ま
と
め
に
か
え
た
い
。
項
目
の
対
照
表
は
、
上
段
に
『
手
習
口
伝
』

の
項
目
（
冒
頭
に
記
さ
れ
る
語
句
）
を
、
下
段
に
は
連
関
の
あ
る
入
木
道
伝
書
（
書
論
）
の
書
名
や
項
目
番
号
を
示
し
た
。 

 

【
表
】
『
手
習
口
伝
』
項
目
一
覧
、
他
書
論
対
照
表 

5 4 3 2 1 

 

一
、
散
帯 

一
、
縄
飃 

一
、
廻
鸞 

一
、
手
習
双
紙
ハ 

一
、
手
習
口
伝 

『
手
習
口
伝
』
項
目 

（
『
才
葉
抄
』
） 

    

入
木
道
伝
書 

4
一
、
墨
を
筆
に 

    

項
目
内
容 
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各
書
論
（
入
木
道
伝
書
）
と
の
連
関
は
右
の
項
目
対
照
表
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
随
所
に
『
才
葉
抄
』
と
の
連
関
が
確
認
さ
れ
る
が
、

完
全
に
本
文
を
抜
粋
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
内
容
を
租
借
し
て
伝
書
に
取
り
込
ん
で
い
る
（
教
長
が
本
伝
書
を
目
に
し
て
い
た
の
で

あ
れ
ば
逆
と
い
う
べ
き
か
）。
本
書
の
冒
頭
に
記
さ
れ
る
通
り
、
教
長
が
「
魚
養
口
伝
」
な
る
も
の
を
目
に
し
て
い
た
可
能
性
は
残
る
が
、

『
才
葉
抄
』
の
後
半
部
分
は
後
世
的
な
要
素
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、
増
補
さ
れ
た
部
分
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

 

（
9
）

つ
ま
り
、
『
才
葉
抄
』
の
内

容
を
以
て
、
教
長
が
目
し
た
こ
と
を
後
付
け
し
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
『
手
習
口
伝
』
へ
の
教
長
の
関
与
に
つ
い
て
は
、
後
世
の
仮

託
の
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
が
、
『
才
葉
抄
』
成
立
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
問
題
で
あ
る
だ
け
に
、
慎
重
に
判
断
し
た
い
。 

16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 

一
、
仮
名
事 

一
、
料
紙
ヲ
コ
シ
ラ
フ
ル
ニ 

一
、
手
跡
若
シ
タ
ヽ
ノ
物
ヲ 

一
、
文
字
ヲ
ハ
一
字
ナ
レ
ト
モ 

一
、
手
習
ヲ
ス
ル
ニ 

一
、
手
跡
を
ヲ
習
ニ
ハ 

一
、
文
字
カ
サ
ナ
ル
文
字
ハ 

一
、
文
字
ノ
ヲ
コ
リ
ハ 

一
、
手
習
ス
ル
ニ
物
ク
サ
キ
時
ハ 

一
、
手
習
ヲ
ス
ヘ
キ
様 

一
、
手
跡
ニ
付
テ 

（
『
金
玉
積
伝
集
』
内 

「
烏
羽
玉
問
答
抄
）」 

（
『
筆
法
才
葉
集
』
、
『
才
葉
抄
』
） 

『
夜
鶴
庭
訓
抄
』 

  

（
『
才
葉
抄
』
） 

 

『
才
葉
抄
』 

（
『
才
葉
抄
』
） 

『
才
葉
抄
』 

  

問
、
色

紙
ナ
ト
ニ

歌
書
樣
如
何 

39
一
、
手
本
ヲ
ウ
ツ
シ
習
ヲ
ハ 

36
一
、
手
本
を
数
多
可
持
也 

  

34
一
、
手
を
習
ふ
に
は 

 

24
一
、
先
物
を
書
に
は 

3
一
、
文
字
は
一
字
を 

39
一
、
嬾
か
ら
ん
時 
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な
お
、
こ
れ
ら
の
伝
書
の
多
く
は
、「
「
家
」
存
続
の
危
機
に
対
し
世
尊
寺
家
の
歴
代
は
、
師
範
家
と
し
て
の
優
位
性
を
保
つ
べ
く
、
書

論
書
の
編
述
」

 

（
10
）

を
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
本
書
も
世
尊
寺
家
あ
る
い
は
持
明
院
家
が
作
り
上
げ
た
伝
書
の
可
能
性
も
念
頭
に
置
い

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

本
稿
で
は
、
『
世
尊
寺
殿
口
伝
』
の
翻
刻
、
及
び
『
手
習
口
伝
』
と
の
校
本
を
示
し
、
『
手
習
口
伝
』
の
位
置
づ
け
を
簡
単
に
行
っ
た
。

今
後
、
内
容
の
精
査
を
進
め
る
と
と
も
に
、
他
の
世
尊
寺
家
の
伝
書
と
の
比
較
検
討
も
必
要
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
世
尊
寺
行
高
か
ら
持

明
院
基
春
を
経
て
、
行
季
へ
継
承
・
伝
授
さ
れ
た
こ
と
は
奥
書
か
ら
読
み
取
れ
、
世
尊
寺
家
・
持
明
院
家
の
周
辺
で
ど
の
よ
う
な
内
容
が

口
授
さ
れ
、
世
尊
寺
家
の
入
木
道
伝
書
（
書
論
）
が
ど
の
よ
う
に
享
受
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
様
相
を
考
え
る
上
で
、
貴
重
な
資
料
で
あ
る

こ
と
は
指
摘
し
得
た
で
あ
ろ
う
。 

 

〔
注
〕 

（
1
）
藤
原
教
長
の
口
伝
『
才
葉
抄
』
は
諸
所
に
五
十
本
近
く
の
伝
本
が
所
蔵
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、

善
本
と
さ
れ
る
阪

本
龍
門
文
庫
蔵
『
宰
相
入
道
教
長
口
傳
』
な
ど
の
四
十
七
条
本
系
統
、
国
書
刊
行
会
編
『
日
本
書
画
苑
』
所
収
本
な
ど
の
八
十
八

条
本
系
統
、
そ
し
て
内
閣
文
庫
や
静
嘉
堂
文
庫
な
ど
に
伝
わ
る
二
十
四
条
本
系
統
の
三
種
に
大
別
さ
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。 

（
2
）
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人 

人
間
文
化
研
究
機
構 

国
文
学
研
究
資
料
館
「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」 

 

（h
ttp

:/
/
b
ase1

.n
ijl.ac.jp

/
~
tko

ten
/
ab
o
u
t.h

tm
l

） 

（
3
）
『
田
藩
文
庫
目
録
と
研
究
』
日
本
書
誌
学
大
系
94
（
青
裳
堂
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）
に
掲
載
さ
れ
る
内
容
を
以
下
に
転
載
す
る
。 

 

638 

世
尊
寺
殿
口
伝
（
世
尊
寺
十
一
）（
せ
そ
ん
じ
ど
の
く
で
ん
） 
写
一
冊 

 

〈
別称
〉（
扉
題
）「
世
尊
寺
殿
家
伝
」
、（
内
題
）
「
手
習
口
伝
」
。 
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〈
奥
書
〉「
右
一
帖
者
世
尊
寺
侍
従
行
季
模
写
之
、
尤
入
木
道
之
亀
鏡
呼
可
謂
鳴
宝
者
歟
、
可
禁
外
見
而
已 

永
正
二
年
冬

十
月
日 

参
議
藤
末
葉
（
花
押
）
」
。
二
六
．
六
㎝
×
一
八
．
九
㎝ 

蔵
書
印
Ｂ
Ｃ 

七
一
六 

 

640 

手
習
口
伝
（
世
尊
寺
十
三
）（
て
な
ら
い
く
で
ん
） 

写
一
冊 

 
〈
奥
書
〉
「
享
和
改
元
歳
九
月
写
之 

経
亮
」
「
右
一
帖
者
世
尊
寺
侍
従
行
季
模
写
之
、
尤
入
木
道
之
亀
鑑
吁
可
謂
鴻
宝
者
歟
、

可
禁
外
見
而
已 

永
正
二
年
冬
十
月
日
参
議
藤
原
末
葉
（
花
押
）
」
。
二
六
．
七
㎝
×
一
九
．
一
㎝ 

蔵
書
印
Ｂ
Ｃ 

七
一
八 

（
4
）
巻
末
に
記
さ
れ
る
教
長
に
関
す
る
経
亮
の
注
を
転
載
す
る
（
／
は
改
行
、
筆
者
補
記
）。 

 

宰
相
入
道

 

亮
云

教
長
卿
ハ
筆
法
才
葉
集
ノ
作
者
ニ
テ
／
入
木
ノ
人
ナ
リ
額
ヲ
カ
キ
玉
フ
コ
ト
東
鑑
ニ
モ
出
タ
リ
／
京
極
摂
政
諸

實
公
ノ
末
流
法
性
寺
殿
ノ
入
木
／
ノ
師
ナ
リ
保
元
元
年
七
十
一
才
出
家
法
名
心
蓮
同
／
年
八
月
三
日
配
流
常
陸
国 

（
5
）
『
手
習
口
伝
』（
七
一
八
）
に
記
さ
れ
る
経
亮
の
注
を
以
下
に
転
載
す
る
。
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
『
世
尊
寺
殿
口
伝
』
の
項
目
番
号
。 

 

2
「
手
習
双
紙
ハ
」 

亮
云
訓
ハ
馴
歟 

 

6
「
手
跡
ニ
付
テ
」 

亮
云
ヨ
キ
ハ
ヨ
ヽ
キ
歟 

 

8
「
手
習
ス
ル
ニ
」 

亮
云
訓
ハ
馴
歟 

 

9
「
文
字
ノ
ヲ
コ
リ
ハ
」 

亮
云
尊
円
親
王
ヨ
リ 

主
上
十
八
道
ヲ
傳
受
シ
玉
フ
コ
ト
門
跡
譜
ニ
ア
リ 

 

15
「
料
紙
ヲ
コ
シ
ラ
ウ
ル
ニ
」 

ス
キ
ウ
ル
シ
ノ
コ
ト 

 

同 

亮
云
可
ハ
哥
歟 

（
6
）
諸
伝
本
の
伝
来
時
期
に
つ
い
て
、
鈴
木
淳
氏
は
「
田
藩
文
庫
考
」
（
前
掲
注
３
に
所
収
）
に
お
い
て
、
捺
さ
れ
る
蔵
書
印
（
「
田
安

府
芸
台
印
」
が
右
上
に
、「
献
英
楼
図
書
記
」
が
右
下
）
に
よ
っ
て
、
田
安
徳
川
家
三
代
・
斉
匡
（
一
七
七
九
～
一
八
四
八
）
の

頃
に
、
田
藩
文
庫
へ
も
た
ら
さ
れ
、
整
理
収
蔵
（
ま
た
は
書
写
）
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
。 
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（
7
）
『
田
藩
文
庫
目
録
と
研
究
』
日
本
書
誌
学
大
系
94
（
青
裳
堂
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）
に
掲
載
さ
れ
る
内
容
を
以
下
に
転
載
す
る
。 

 

648 

入
木
篇
目
集
追
加
（
世
尊
寺
十
九
）（
じ
ゅ
ぼ
く
へ
ん
も
く
し
ゅ
う
つ
い
か
） 

世
尊
寺
行
尹
著 

写
一
冊 

 

〈
奥
書
〉「
此
廿
ヶ
条
者
故
世
尊
寺
行
尹
卿
以
自
筆
写
之
、
彼
本
則
所
持
也
、
為
類
本
一
帖
之
奥
写
置
者
也 

大
永
六
年
丙

戌
八
月
五
日
近
日
進
発
旅
行
也
、
急
々
間
落
字
多
端
也 

藤
（
花
押
）
飛
鳥
井
雅
綱
卿
也
権
大
納
言
永
禄
六
年
八
月
廿
一
日

出
家
」
。 

二
六
．
八
㎝
×
一
九
．
〇
㎝ 

蔵
書
印
Ｂ
Ｃ 

七
二
五 

 
 

目
録
掲
載
の
書
誌
情
報
の
補
足
と
し
て
、
表
紙
は
白
茶
色
（
無
紋
）
の
紙
表
紙
、
見
返
し
は
本
文
共
紙
で
、
料
紙
は
薄
様
。
外

題
は
表
紙
左
肩
に
「
入
木
篇
目
集
追
加 

世
尊
寺

十
九
」
と
直
書
き
さ
れ
る
。
内
題
は
「
入
木
篇
目
集
追
加 

世
尊
寺

十
九
」
（
扉
題
）

と
記
さ
れ
る
ほ
か
、
巻
頭
に
「
入
木
篇
目
集
追
加
」
と
確
認
さ
れ
る
。
本
文
は
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
。
奥
書
の
注
記
に
よ
り
室

町
時
代
の
公
卿
・
歌
人
で
あ
る
飛
鳥
井
雅
綱
（
一
四
八
九
～
一
五
六
三
）
が
書
写
し
た
と
す
る
が
、
花
押
は
持
明
院
基
春
か
。 

（
8
）
森
尹
祥
（
一
七
四
〇
～
九
八
）
著
『
入
木
道
伝
書
目
録
』
（
国
書
刊
行
会
編
『
日
本
書
画
苑
』
上
、
名
著
刊
行
会
、
一
九
七
〇
年
）
、

新
井
榮
蔵
著
『「
書
」
の
秘
伝
―
入
木
道
の
古
典
を
読
む
』
（
平
凡
社
、
一
九
九
四
年
）
な
ど
。 

（
9
）
近
藤
康
夫
「
才
葉
抄
と
書
法
伝
授
」
『
書
論
』
第
一
九
号
（
一
九
八
一
年
秋
）
、
同
『
才
葉
抄
』
書
論
双
書
６
（
日
本
習
字
普
及
協

会
、
一
九
八
一
）
、
阿
部
倬
也
「
『
宰
相
入
道
口
伝
』
の
位
置
」
『
愛
知
大
学
国
文
学
』
第
二
八
号
（
一
九
八
八
年
五
月
）
、
拙
稿
「
『
才

葉
抄
』
の
伝
本
に
つ
い
て
―
諸
本
の
書
誌
と
各
系
統
の
特
徴
に
つ
い
て
―
」
『
語
文
』
第
一
五
二
輯
（
二
〇
一
五
年
六
月
）
、
拙
稿

「
『
才
葉
抄
』
類
従
本
系
統
の
伝
本
に
つ
い
て
―
附
校
本
―
」
『
語
文
』
第
一
五
五
輯
（
二
〇
一
六
年
六
月
）
な
ど
。 

（
10
）
宮
崎
肇
「
中
世
書
流
の
成
立
―
世
尊
寺
家
と
世
尊
寺
流
―
」
『
鎌
倉
期
社
会
と
史
料
論 

鎌
倉
遺
文
研
究
Ⅲ
』（
東
京
堂
出
版
、
二

〇
〇
二
年
） 
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《
付
記
》 

 
本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館
に
は
、
資
料
の
閲
覧
、
複
写
・
写
真
撮
影
等
に
お
い
て
便
宜
を
賜

り
ま
し
た
。
ま
た
、
同
館
の
翻
刻
に
関
す
る
ご
承
諾
を
得
て
調
査
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

『世尊寺殿口伝手習』（15-716）巻頭 
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